
注：表１，表２とも 

・平年値は原則として平成 21 年から 25 年までの 5 か年の平均値を用いた． 

・表中の数値は端数処理を行っている． 

草丈 茎数 葉数

地帯名 本年 平年 平年差 本年 平年 平年比 本年 平年 平年差

（cm） （cm） （cm） (本/㎡) (本/㎡) (％) (枚) (枚) (枚)

北上川上流 61.0 58.8 2.2 577 547 106 10.4 10.2 0.2

北上川下流 59.8 57.5 2.3 606 546 111 10.6 10.2 0.4

東　　　部 56.4 55.6 0.8 515 462 112 9.7 10.1 -0.4

北　　　部 53.5 54.5 -1.0 593 580 102 9.6 9.7 -0.1

全　　　県 59.7 57.6 2.1 596 546 109 10.5 10.2 0.3

草丈 茎数 葉数

品種名 本年 平年 平年差 本年 平年 平年比 本年 平年 平年差

（cm） （cm） （cm） (本/㎡) (本/㎡) (％) (枚) (枚) (枚)

い わ て っ こ 56.2 54.4 1.8 611 556 110 9.6 9.6 0.0

あ き た こ ま ち 57.8 56.6 1.2 549 518 106 10.0 10.2 -0.2

ど ん ぴ し ゃ り 59.3 59.5 -0.2 506 487 104 10.6 10.1 0.5

ひ と め ぼ れ 61.2 58.8 2.4 619 550 112 11.0 10.7 0.3

平成 26 年度水稲の生育状況(7 月 10 日現在 速報) 

中央農業改良普及センター県域普及グループ 

 

1 気温は、沿岸部では内陸部に比べて全般に低いが、各地とも平年を上回って経過している。日照時

間は、6月第2～4半旬は平年を下回る地域が多かったが、それ以外の期間は平年並～上回っている。

低気圧や気圧の谷の影響で曇りや雨の日が多く、沿岸部では降水量が多かったが、内陸部では全般に

降水量が少なめであった（図1）。 

2 ７月１０日に各農業改良普及センターが実施した水稲の一斉生育調査（２２カ所、延べ３３品種）

の結果、県全体平均では、草丈59.7㎝（平年より2.1㎝長い）、茎数596本／㎡（平年比109％）、葉

数は10.5葉（平年より0.3葉多い）といずれも平年を上回っているが、沿岸地域を中心に生育の進み

方は緩慢になってきている（表１、２）。 

3 各品種とも生育量は平年を上回り、収量確保に必要な茎数は各地とも確保されている。葉色は各地

とも低下傾向であることから、幼穂形成期を重点に窒素成分で2.0kg/10aを上限（どんぴしゃりのみ

幼穂形成期に2.0kg/10aを基本）に追肥を行うよう指導している。水管理については、中干しは幼穂形

成期までに終え、幼穂形成期以降は落水しないよう指導している。 

 

表１ 平成 26 年生育診断圃の地域別集計表（7 月 10 日調査）各農業改良普及センター調べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

表２ 平成 26 年生育診断圃の品種別集計表（7 月 10 日調査）各農業改良普及センター調べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

図１ 各地の半旬別気象経過図（アメダス地点，６月第１半旬～７月第２半旬） 

 ※５月の気象経過は前回（6/25 速報）報告を参照下さい。 
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